
(57)【要約】

【課題】洗滌ブラシの挿入／抜去する長さを内視鏡管路

の長さによって制御することができる内視鏡洗滌装置を

提供することにある。

【解決手段】管路３１の長さが異なる複数種類の内視鏡

１０を収容して洗滌可能な洗滌槽１１と、洗滌槽に収容

された内視鏡が有する管路と接続する接続管３０と、接

続管を介して洗滌槽内に配置された内視鏡の管路内に洗

滌液を供給する洗滌液供給源としてのポンプ１３と、接

続管に接続された管路に接続管を介して挿通されて管路

を洗滌する長尺の挿入部１９を有する洗滌ブラシ２１と

、洗滌ブラシの挿入部を送り出すことで、接続管に接続

された管路に接続管を介して洗滌ブラシを挿通させる送

り出し手段としてのローラー２３と、接続管に接続され

た管路の長さを識別するための識別情報が入力される識

別情報入力手段と、識別情報入力手段に入力された識別

情報に基づいて、前記ローラーの駆動を制御することで

、このローラーによる管路内への洗滌ブラシの挿入部の

送り出し量を制御する制御手段とを具備した。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 の 長 さ で 形 成 さ れ た 第 １ の 管 路 を 有 す る 第 １ の 内 視 鏡 及 び 前 記 第 １ の 管 路 と 異 な る 長
さ で 形 成 さ れ た 第 ２ の 管 路 を 有 す る 第 ２ の 内 視 鏡 の い ず れ か 一 方 を 収 容 し て 洗 滌 可 能 に 構
成 し た 洗 滌 槽 と 、
前 記 洗 滌 槽 に 収 容 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 が 有 す る 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 と 接
続 す る 接 続 管 と 、
前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗 滌 槽 内 に 配 置 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 の 前 記 第 １ 又 は
第 ２ の 管 路 内 に 洗 滌 液 を 供 給 す る 洗 滌 液 供 給 源 と 、
前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 挿 通 さ れ て 前 記 第
１ 又 は 第 ２ の 管 路 を 洗 滌 す る 長 尺 の 挿 入 部 を 有 す る 洗 滌 ブ ラ シ と 、
前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 を 送 り 出 す こ と で 、 前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の
管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 通 さ せ る 送 り 出 し 手 段 と 、
前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 の 長 さ を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 が 入 力
さ れ る 識 別 情 報 入 力 手 段 と 、
前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御
す る こ と で 、 こ の 送 り 出 し 手 段 に よ る 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 内 へ の 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿
入 部 の 送 り 出 し 量 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報 と 、 さ ら に 前 記 送 り 出 し 手
段 に よ っ て 送 り 出 し た 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 検 知 す る 検 知 手 段 の 検 知 結
果 に 基 づ い て 、 前 記 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 は そ の 長 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 存 し て 設 け た 複 数 の 磁 気 発 生 部 を
有 す る と と も に 、 前 記 検 知 手 段 は 前 記 接 続 管 に 設 け ら れ た 磁 気 検 知 手 段 を 有 し 、 洗 滌 ブ ラ
シ の 挿 入 部 の 前 記 接 続 管 へ の 挿 通 動 作 に 応 じ て 、 前 記 磁 気 発 生 手 段 は 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿
入 部 に 設 け ら れ た 前 記 磁 気 発 生 部 が 前 記 接 続 管 を 通 過 す る 際 に 前 記 磁 気 発 生 部 か ら の 磁 気
を 順 次 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 は 、 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 が 有 す る 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管
路 に そ れ ぞ れ 固 有 に 設 定 さ れ た 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ た 記 憶 手 段 を 有 し 、 前 記 識 別 情 報 入 力
手 段 は 、 前 記 洗 滌 槽 に 収 容 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 の 記 憶 手 段 か ら 識 別 情 報 が 入
力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 送 り 出 し 手 段 は 、 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 間 に 挟 持 し て 互 い に 逆 方 向 に 回 転 す る こ と で 前 記
洗 滌 ブ ラ シ を 送 り 出 す よ う に 構 成 さ れ た 一 対 の ロ ー ラ ー と 、 前 記 ロ ー ラ ー を 内 部 に 収 納 す
る ロ ー ラ ー 収 納 部 と 、 前 記 ロ ー ラ ー 収 納 部 の 内 部 と 外 部 を 連 通 し て こ の ロ ー ラ ー 収 納 部 の
外 表 面 に 開 口 す る 開 口 部 と 、 前 記 開 口 部 を 頂 点 と し て 前 記 外 表 面 を テ ー パ 状 に 形 成 し た テ
ー パ 部 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 開 口 部 に 接 続 さ れ て 前 記 洗 滌 槽 に 連 通 す る 連 通 管 路 と 、 前 記 連 通 管 路 を 選 択 的 に 開 閉
可 能 に 構 成 さ れ た 開 閉 弁 と 、 を さ ら に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡
洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 開 口 部 を 有 す る 前 記 テ ー パ 部 を 前 記 ロ ー ラ ー 収 納 部 の 上 方 の 外 表 面 に 形 成 す る と 共 に
、 前 記 開 口 部 へ 向 け て 前 記 ロ ー ラ ー に よ っ て 前 記 洗 滌 ブ ラ シ が 送 り 出 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ た 管 路 内 に 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 し て 洗 滌 す る 内 視 鏡 洗 滌 装
置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 内 に 設 け ら れ た 長 い 管 路 内 に 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 し て 洗 滌 す る 内 視 鏡 洗 滌 装 置 が 知 ら
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ４ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ は 、 内 視 鏡 管 路 内 に 挿 入 さ れ る 柄 部 の 先 端 部 に ブ ラ シ 部 を 設 け る と と も に 、 こ
の ブ ラ シ 部 の 先 端 側 に 可 撓 性 を 有 す る 弾 性 部 材 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 ２ は 、 内 視 鏡 管 路 内 に 挿 入 さ れ る 柄 部 の 先 端 部 に 関 節 部 を 介 し て ブ ラ シ 部 を 設 け
、 ブ ラ シ 部 が 関 節 部 か ら 任 意 の 方 向 に 回 動 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 ３ 及 び ４ は 、 内 視 鏡 を 収 納 す る 洗 滌 槽 内 に 内 視 鏡 管 路 に 挿 入 さ れ る ワ イ ヤ の 先 端
部 に ブ ラ シ を 設 け る と と も に 、 ワ イ ヤ を 進 退 さ せ る 駆 動 機 構 と し て 一 対 の ロ ー ラ ー に よ っ
て ワ イ ヤ を 挟 持 搬 送 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 内 視 鏡 管 路 を ブ ラ ッ シ ン グ で き る よ う に 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 ／ 抜 去 で き る ユ ニ ッ
ト が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ユ ニ ッ ト に は モ ー タ ー の 駆 動 で 回 転 す る 一 対 の ロ ー ラ ー が 設 け
ら れ て い る 。 そ し て 、 洗 滌 ブ ラ シ の ワ イ ヤ を 一 対 の ロ ー ラ ー で 挟 み 込 む よ う な 形 で ロ ー ラ
ー を 回 転 さ せ る こ と で 、 洗 滌 ブ ラ シ の 内 視 鏡 管 路 内 へ の 挿 入 ／ 抜 去 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ４ ５ １ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ １ ７ ５ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ９ ８ ４ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ １ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 内 視 鏡 は 、 そ の 機 種 に よ り 管 路 の 長 さ が 異 な る が 、 特 許 文 献 ３ 及 び ４ に 示 す 内
視 鏡 洗 滌 装 置 は 、 内 視 鏡 管 路 を ブ ラ ッ シ ン グ で き る よ う 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 ／ 抜 去 で き る 機
能 を 持 っ て い る も の の 、 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 ／ 抜 去 長 さ は 一 定 で あ る 。 従 っ て 、 管 路 の 全 長
に 亘 っ て 洗 滌 ブ ラ シ に よ っ て 十 分 に ブ ラ ッ シ ン グ で き な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 ユ ニ ッ ト に は 洗 滌 ブ ラ シ の 出 入 口 と し て ２ つ の 開 口 部 を 有 す る ロ ー ラ ー 収 納 部 が 設
け ら れ て い る 。 洗 滌 ／ 消 毒 工 程 時 に は 、 こ の ロ ー ラ ー 収 納 部 に も 洗 滌 液 や 消 毒 液 が 満 た さ
れ る が 、 水 平 方 向 に 洗 滌 ブ ラ シ の 出 入 口 で あ る 開 口 部 が ２ つ 設 け ら れ て い る だ け の 略 密 閉
さ れ た ロ ー ラ ー 収 納 部 で あ る た め 、 気 泡 が 溜 ま り 易 い 構 造 と な っ て い る 。 そ の た め 、 こ の
ロ ー ラ ー 収 納 部 に 洗 滌 液 や 消 毒 液 を 満 た そ う と し た 時 に 気 泡 が 残 留 し て い る と 、 洗 滌 液 や
消 毒 液 と 、 こ の 部 分 の 間 に 気 泡 が 介 在 し 、 洗 滌 液 や 消 毒 液 が 接 触 で き な い 部 分 を 生 じ さ せ
て し ま う の で 、 洗 滌 ／ 消 毒 性 が 低 下 す る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 洗 滌 ブ ラ シ
の 挿 入 ／ 抜 去 す る 長 さ を 内 視 鏡 管 路 の 長 さ に よ っ て 制 御 す る こ と が で き る 内 視 鏡 洗 滌 装 置
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 所 定 の 長 さ で 形 成 さ れ た 第 １ の 管
路 を 有 す る 第 １ の 内 視 鏡 及 び 前 記 第 １ の 管 路 と 異 な る 長 さ で 形 成 さ れ た 第 ２ の 管 路 を 有 す
る 第 ２ の 内 視 鏡 の い ず れ か 一 方 を 収 容 し て 洗 滌 可 能 に 構 成 し た 洗 滌 槽 と 、 前 記 洗 滌 槽 に 収
容 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 が 有 す る 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 と 接 続 す る 接 続 管 と
、 前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗 滌 槽 内 に 配 置 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 の 前 記 第 １ 又
は 第 ２ の 管 路 内 に 洗 滌 液 を 供 給 す る 洗 滌 液 供 給 源 と 、 前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又
は 第 ２ の 管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 挿 通 さ れ て 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 を 洗 滌 す る 長 尺 の
挿 入 部 を 有 す る 洗 滌 ブ ラ シ と 、 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 を 送 り 出 す こ と で 、 前 記 接 続 管 に
接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 通 さ せ る 送
り 出 し 手 段 と 、 前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 の 長 さ を 識 別 す る た め の
識 別 情 報 が 入 力 さ れ る 識 別 情 報 入 力 手 段 と 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報
に 基 づ い て 、 前 記 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と で 、 こ の 送 り 出 し 手 段 に よ る 前 記 第
１ 又 は 第 ２ の 管 路 内 へ の 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 滌 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報 と
、 さ ら に 前 記 送 り 出 し 手 段 に よ っ て 送 り 出 し た 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 検
知 す る 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ は 、 請 求 項 ２ の 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 は そ の 長 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 存 し て 設
け た 複 数 の 磁 気 発 生 部 を 有 す る と と も に 、 前 記 検 知 手 段 は 前 記 接 続 管 に 設 け ら れ た 磁 気 検
知 手 段 を 有 し 、 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 前 記 接 続 管 へ の 挿 通 動 作 に 応 じ て 、 前 記 磁 気 発 生 手
段 は 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 に 設 け ら れ た 前 記 磁 気 発 生 部 が 前 記 接 続 管 を 通 過 す る 際 に 前
記 磁 気 発 生 部 か ら の 磁 気 を 順 次 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 内 視 鏡 は 、 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の
内 視 鏡 が 有 す る 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 に そ れ ぞ れ 固 有 に 設 定 さ れ た 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ
た 記 憶 手 段 を 有 し 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 は 、 前 記 洗 滌 槽 に 収 容 さ れ た 前 記 第 １ 又 は 第 ２
の 内 視 鏡 の 記 憶 手 段 か ら 識 別 情 報 が 入 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ５ は 、 請 求 項 １ の 前 記 送 り 出 し 手 段 は 、 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 間 に 挟 持 し て 互 い に 逆 方
向 に 回 転 す る こ と で 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 送 り 出 す よ う に 構 成 さ れ た 一 対 の ロ ー ラ ー と 、 前 記
ロ ー ラ ー を 内 部 に 収 納 す る ロ ー ラ ー 収 納 部 と 、 前 記 ロ ー ラ ー 収 納 部 の 内 部 と 外 部 を 連 通 し
て こ の ロ ー ラ ー 収 納 部 の 外 表 面 に 開 口 す る 開 口 部 と 、 前 記 開 口 部 を 頂 点 と し て 前 記 外 表 面
を テ ー パ 状 に 形 成 し た テ ー パ 部 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ は 、 請 求 項 ５ の 前 記 開 口 部 に 接 続 さ れ て 前 記 洗 滌 槽 に 連 通 す る 開 口 接 続 管 と 、 前
記 開 口 接 続 管 路 を 選 択 的 に 開 閉 可 能 に 構 成 さ れ た 開 閉 弁 と を さ ら に 具 備 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ７ は 、 請 求 項 ５ の 前 記 開 口 部 を 有 す る 前 記 テ ー パ 部 を 前 記 収 納 部 の 上 方 の 外 表 面 に
形 成 す る と 共 に 、 前 記 開 口 部 へ 向 け て 前 記 ロ ー ラ ー に よ っ て 前 記 洗 滌 ブ ラ シ が 送 り 出 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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前 記 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 に 接 続 管 を 介 し て 管 路 を 洗 滌 す る 長 尺 の
挿 入 部 を 有 す る 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 を 送 り 出 す こ と で 、 識 別 情 報 入 力 手 段 に よ っ て 第 １ 又
は 第 ２ の 管 路 の 長 さ を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 が 入 力 さ れ る 。 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ
れ た 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 洗 滌 ブ ラ シ を 送 り 出 す 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と で 、
こ の 送 り 出 し 手 段 に よ る 第 １ 又 は 第 ２ の 管 路 内 へ の 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 制
御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ ～ 図 ４ は 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 構 成 図 、 図 ２ は 洗 滌 ブ ラ シ
の 側 面 図 、 図 ３ は ロ ー ラ ー 収 納 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 横 断 平 面 図 、 （ ｂ ） は 縦 断 側 面 図 、 図
４ は 磁 気 セ ン サ ー 収 納 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 は 、 洗 滌 し よ う と す る 内 視 鏡 １ ０ を 収 容 す る 洗 滌 槽 １
１ が 設 け ら れ て い る 。 洗 滌 槽 １ １ に は 水 道 蛇 口 （ 図 示 し な い ） か ら 洗 滌 液 が フ ィ ル タ ー （
図 示 し な い ） を 介 し て 注 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
洗 滌 槽 １ １ の 側 壁 の 一 部 に は 洗 滌 液 吸 引 口 １ ２ が 設 け ら れ 、 こ の 洗 滌 液 吸 引 口 １ ２ は 洗 滌
液 供 給 源 と し て の 洗 滌 液 ポ ン プ １ ３ を 有 す る 装 置 内 管 路 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 装 置 内 管
路 １ ４ は ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に 接 続 さ れ 、 こ の ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ は 洗 滌 槽 １ １ の 側 壁 の
一 部 に 設 け ら れ た 洗 滌 液 入 口 １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ の 途 中 に は ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ 及 び 磁 気 セ ン サ 収 納 部 １ ８ が 設 け ら れ
て い る 。 ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に は 可 撓 性 を 有 す る ワ イ ヤ 、 密 巻 コ イ ル 等 か ら な る 長 尺 の 挿
入 部 １ ９ の 先 端 部 に 軟 性 毛 の ブ ラ シ 部 ２ ０ を 有 す る 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ が 軸 方 向 に 進 退 自 在 に
挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ は 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 全 長 が 収 納 で き る 長 さ を 有 し て お り 、 装 置 内 部 に
コ ン パ ク ト に 収 納 で き る よ う に 丸 め ら れ て い る 。 ま た 丸 め 過 ぎ る と 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入
／ 抜 去 時 の 抵 抗 と な る た め 、 あ る 一 定 以 上 の Ｒ を 確 保 し て い る 。 ま た 、 ブ ラ シ 収 納 管 路 １
５ の 除 水 性 を 考 慮 し 、 ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ の 内 径 は 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 外 径 よ り 若 干 大 き め
程 度 の 管 路 径 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
洗 滌 ブ ラ シ ２ １ は 、 図 ２ の よ う に 、 挿 入 部 １ ９ に は 軸 方 向 に 一 定 間 隔 に 磁 気 発 生 部 と し て
、 複 数 の 磁 石 １ ９ ａ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 磁 石 １ ９ ａ は 挿 入 部 １ ９ の 挿 入 ／ 抜 去 性 に 影
響 を 与 え な い よ う に 、 長 手 方 向 に は で き る だ け 短 く 、 外 周 方 向 に は 挿 入 部 １ ９ の 外 径 と 同
寸 法 の 外 径 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ ２ ２ 内 に 洗 滌 ブ ラ シ
２ １ の 挿 入 部 １ ９ を 挟 持 し な が ら 搬 送 す る 送 り 出 し 手 段 と し て 、 モ ー タ ー （ 図 示 し な い ）
に よ っ て 正 逆 回 転 可 能 な 一 対 の ロ ー ラ ー ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 水 平 方
向 に は 一 対 の ロ ー ラ ー ２ ３ の 接 合 点 に 対 向 し て 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 出 入 口 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ が
設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 天 井 面 ２ ２ ａ は テ ー パ 形 状 で 、 そ の 頂 部 に は
開 口 部 ２ ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 開 口 部 ２ ２ ｂ は 洗 滌 槽 １ １ を 連 通 す る 連 通 管 路 ２ ５
が 設 け ら れ 、 こ の 連 通 管 路 ２ ５ に は 開 閉 弁 ２ ６ （ 図 １ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
磁 気 セ ン サ ー 収 納 部 １ ８ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 部 １ ９ が 進 退 自
在 に 挿 通 す る 管 路 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 管 路 ２ ７ の 外 周 に は 巻 線 ２ ８ ａ が 巻 装 さ れ 、 磁
気 検 知 手 段 と し て の 磁 気 セ ン サ ー ２ ８ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 管 路 ２ ７ 内 を 洗 滌 ブ ラ シ ２
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１ の 挿 入 部 １ ９ に 設 置 さ れ た 磁 石 １ ９ ａ が 通 過 す る と 巻 線 ２ ８ ａ に 電 流 が 流 れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 前 記 洗 滌 槽 １ １ の 洗 滌 液 入 口 １ ６ に は 洗 滌 槽 １ １ の 内 部 に 突 出 し て コ ネ ク タ ２ ９
が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ネ ク タ ２ ９ に は 接 続 管 ３ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 接 続 管 ３ ０ の 他
端 は 内 視 鏡 １ ０ の 内 視 鏡 管 路 ３ １ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 管 路 ３ １ に 洗 滌 液 を 注 入
し て 流 液 洗 滌 を 行 う こ と が で き る と と も に 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ が 内 視 鏡 管 路 ３ １ 内 を 進 退 移
動 し な が ら 内 視 鏡 管 路 ３ ０ を ブ ラ ッ シ ン グ で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 洗 滌 槽 １ １ の 側 壁 に は 排 水 口 ３ ２ が 設 け ら れ 、 こ の 排 水 口 ３ ２ に は 切 換 え 弁 ３ ３ が
設 け ら れ て い る 。 排 水 口 ３ ２ は 消 毒 液 タ ン ク ３ ４ を 介 し て 消 毒 液 ポ ン プ ３ ５ に 接 続 さ れ 、
消 毒 液 供 給 口 ３ ６ か ら 洗 滌 槽 １ １ 内 に 消 毒 液 を 供 給 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 制 御 部 ３ ７ に は ユ ー ザ ー が 操 作 す る 識 別 情 報 入 力 手 段 と し て 操
作 パ ネ ル ３ ７ ａ が 設 け ら れ 、 ユ ー ザ ー が 洗 滌 し よ う と す る 内 視 鏡 １ ０ の 機 種 を 確 認 し て 操
作 パ ネ ル ３ ７ ａ を 操 作 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 に 内 視 鏡 １ の 機 種 を 認 識 さ せ る こ
と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 前 述 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 内 視 鏡 洗
滌 装 置 の 電 源 を 投 入 し 、 洗 滌 槽 １ １ に 内 視 鏡 １ ０ を セ ッ ト す る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ ー が 内
視 鏡 １ の 機 種 を 確 認 し 、 操 作 パ ネ ル ３ ７ ａ を 操 作 し て 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 制 御 部 ３ ７ に 洗 滌
／ 消 毒 す る 内 視 鏡 １ ０ を 認 識 さ せ る 。 な お 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 に セ ッ ト し た 内 視 鏡 １ ０ を 自
動 で 認 識 す る 手 段 が あ る 場 合 は 、 そ れ に よ り 洗 滌 ／ 消 毒 す る 内 視 鏡 １ ０ の 機 種 を 認 識 さ せ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 操 作 パ ネ ル ３ ７ ａ の 洗 滌 ブ ラ シ セ ッ ト ボ タ ン を 押 す と 、 制 御 部 ３ ７ か ら の 信 号 に よ
っ て モ ー タ ー が 駆 動 し 、 一 対 の ロ ー ラ ー ２ ３ が 回 転 す る 。 そ こ で 、 コ ネ ク タ ２ ９ か ら ユ ー
ザ ー が 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 部 １ ９ の 末 端 側 を ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に 挿 入 す る 。 洗 滌 ブ ラ
シ ２ １ の 挿 入 部 １ ９ の 末 端 側 が 回 転 し て い る 一 対 の ロ ー ラ ー ２ ３ に 挟 持 さ れ る と 、 洗 滌 ブ
ラ シ ２ １ は ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に 引 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 磁 気 セ ン サ ー ２ ８ が 通 過 す る 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 部 １ ９ に 設 置 さ れ た 磁 石 １
９ ａ の 数 を 検 知 す る 。 そ し て 、 あ ら か じ め 装 置 の 制 御 部 ３ ７ の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 情 報
と 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 磁 石 １ ９ ａ の 検 知 個 数 と 比 較 し な が ら 、 制 御 部 ３ ７ を 通 じ て ロ ー ラ ー
２ ３ を 駆 動 し て い る モ ー タ ー を 制 御 す る の で 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ を ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ へ 必
要 以 上 に 収 納 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 操 作 パ ネ ル ３ ７ ａ の 洗 滌 ス タ ー ト ボ タ ン を 押 す と 、 洗 滌 工 程 を 開 始 す る 。 水 道 蛇 口
か ら フ ィ ル タ ー を 介 し て 洗 滌 液 が 洗 滌 槽 １ １ に 供 給 さ れ る 。 洗 滌 槽 １ １ に 一 定 量 注 入 さ れ
た 後 、 ポ ン プ １ ３ が 作 動 し 、 ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ か ら 接 続 管 ３ ０ を 介 し て 内 視 鏡 管 路 ３ １
に 洗 滌 液 を 注 入 し な が ら 流 液 洗 滌 を 行 う 。 こ の と き 、 一 対 の ロ ー ラ ー ２ ３ が 洗 滌 ブ ラ シ ２
１ を ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に 引 き 込 む 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 し 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ が 内 視 鏡 管 路
３ １ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 部 １ ９ に 設 置 さ れ た 磁 石 １ ９ ａ は ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ を 経 由 し て 磁
気 セ ン サ ー 収 納 部 １ ８ を 通 過 す る 。 こ の と き 、 磁 気 セ ン サ ー ２ ８ が 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ に 設 置
さ れ た 磁 石 １ ９ ａ が 通 過 す る 度 に そ れ を 検 知 す る 。 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 制 御 部 ３ ７ は 磁 石 １
９ ａ が 磁 気 セ ン サ ー ２ ８ を 何 個 通 過 し た か 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 内 視 鏡 洗 滌 装 置 は あ ら か じ め 記 憶 さ れ て い る 情 報 と 入 力 さ れ た 内 視 鏡 １ ０ の 機 種
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に よ る 磁 石 １ ９ ａ の 検 知 個 数 と 比 較 し な が ら 、 ロ ー ラ ー ２ ３ を 回 転 さ せ て い る モ ー タ ー の
駆 動 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、 初 期 設 定 の 際 に 認 識 さ れ た 内 視 鏡 １ ０ に よ っ て 必 要 個
数 の 磁 石 １ ９ ａ が 通 過 し た ら 自 動 的 に モ ー タ ー が 停 止 し て ロ ー ラ ー ２ ３ の 回 転 が 停 止 す る
。 そ の 後 、 ロ ー ラ ー ２ ３ を 逆 回 転 さ せ 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ を 内 視 鏡 管 路 ３ １ か ら 抜 去 し 、 再
度 、 ロ ー ラ ー ２ ３ を 回 転 さ せ て 内 視 鏡 管 路 ３ １ に 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ を 挿 入 す る 。 こ れ を 繰 り
返 す こ と で 内 視 鏡 管 路 ３ １ の ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ れ に よ り 、 内 視 鏡 管 路 ３ １ が 長 い 内 視 鏡 １ ０ の 場 合 は 、 通 過 す る 磁 石 １ ９ ａ の 数 が 多 め
の 範 囲 で ロ ー ラ ー ２ ３ を 制 御 し 、 内 視 鏡 管 路 ３ １ が 短 い 内 視 鏡 １ ０ の 場 合 は 、 通 過 す る 磁
石 １ ９ ａ の 数 が 少 な め の 範 囲 で ロ ー ラ ー ２ ３ を 制 御 す る 。 ま た 、 一 定 時 間 内 に 必 要 個 数 の
磁 石 １ ９ ａ が 検 知 さ れ な か っ た 場 合 に 内 視 鏡 洗 滌 装 置 が ユ ー ザ ー に 対 し て エ ラ ー を 告 知 す
る よ う に し て お け ば 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ が 正 常 に 稼 動 し て い な い こ と を ユ ー ザ ー に 告 知 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 ／ 抜 去 長 さ の 検 知 方 法 と し て 、 前 述 し た よ う に 挿 入 部 １ ９ の 移 動 距
離 を 検 知 す る も の と は 別 に 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 ／ 抜 去 を 制 御 し て い る ロ ー ラ ー ２ ３ の
回 転 数 を 検 知 し て 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ の 挿 入 ／ 抜 去 長 さ を 検 知 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 前 述 し た よ う に 内 視 鏡 管 路 ３ １ を 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ に よ っ て ブ ラ ッ シ ン グ す る と き 、
ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の ケ ー シ ン グ ２ ２ と 洗 滌 槽 １ １ と を 連 通 す る 連 通 管 路 ２ ５ の 開 閉 弁 ２
６ を 開 放 す る と 、 こ の 連 通 管 路 ２ ５ に も 洗 滌 液 が 注 入 さ れ 、 洗 滌 槽 １ １ に 洗 滌 液 が 注 が れ
る 。 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ 内 は 洗 滌 液 が 満 た さ れ 始 め た 時 は 、 洗 滌 液 と 気 泡 が 混 在 し て い る
状 態 と な っ て い る が 、 気 泡 は ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の ケ ー シ ン グ ２ ２ の 天 井 面 ２ ２ ａ に 集 ま
っ て く る 。 天 井 面 ２ ２ ａ は 開 口 部 ２ ２ ｂ を 中 心 に テ ー パ ー 形 状 で 形 成 さ れ て い る の で 、 天
井 面 ２ ２ ａ に 集 ま っ た 気 泡 は 開 口 部 ２ ２ ｂ に 集 ま り 、 開 口 部 ２ ２ ｂ か ら 連 通 管 路 ２ ５ を 介
し て 洗 滌 槽 １ １ に 抜 け る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
従 っ て 、 一 定 時 間 経 過 後 に は 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ に は 気 泡 は な く 洗 滌 液 が 満 た さ れ た 状
態 と な っ て い る た め 、 こ の 部 分 の 確 実 な 洗 滌 が 行 わ れ る 。 ま た 、 開 閉 弁 ２ ６ を 常 に 開 放 し
て お く と 、 洗 滌 液 の 内 視 鏡 管 路 ３ １ へ の 流 量 が 低 下 し て し ま い 、 内 視 鏡 管 路 ３ １ の 洗 滌 性
を 低 下 さ せ て し ま う た め 、 一 定 時 間 経 過 後 は 、 開 閉 弁 ２ ６ を 閉 じ 、 洗 滌 液 を 内 視 鏡 管 路 ３
１ に 集 中 的 に 流 す 方 が 内 視 鏡 管 路 ３ １ の 洗 滌 効 率 が 良 く な る 。 ま た 、 ポ ン プ １ ３ の 作 動 時
は 内 視 鏡 管 路 ３ １ 及 び 装 置 内 管 路 １ ４ 等 に も 洗 滌 液 と 気 泡 が 混 在 し て い る た め 、 ポ ン プ １
３ に 負 荷 が か か り 騒 音 を 発 生 さ せ て し ま う が 、 開 閉 弁 ２ ６ を 開 放 す る こ と で 、 こ れ ら の 気
泡 も 素 早 く 除 去 す る こ と が で き 、 騒 音 低 減 の 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
洗 滌 工 程 が 終 わ る と 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ が ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ に 収 納 さ れ 、 ロ ー ラ ー 収 納 部
１ ７ の ロ ー ラ ー ２ ３ は 停 止 し た 状 態 で 、 す す ぎ お よ び コ ン プ レ ッ サ ー ４ ０ が 作 動 す る こ と
に よ っ て 除 水 が 行 わ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ の 後 、 消 毒 工 程 に 入 る 。 消 毒 液 タ ン ク ３ ４ か ら 消 毒 液 ポ ン プ ３ ５ の 作 動 に よ り 、 洗 滌 槽
１ １ 内 に 注 入 さ れ た 消 毒 液 は 、 ポ ン プ １ ３ の 作 動 に よ り 装 置 内 管 路 １ ４ 、 ブ ラ シ 収 納 管 路
１ ５ 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ 及 び 磁 気 セ ン サ ー 収 納 部 １ ８ を 経 由 し て 接 続 管 路 ３ ０ を 介 し て
内 視 鏡 管 路 ３ １ に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の と き も 洗 滌 工 程 と 同 様 に 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の ケ ー シ ン グ ２ ２ に お け る 天 井 面 ２ ２
ａ の 開 口 部 ２ ２ ｂ と 連 通 し て い る 連 通 管 路 ２ ５ に 設 置 さ れ た 開 閉 弁 ２ ６ を 開 放 し 、 ロ ー ラ
ー 収 納 部 １ ７ の 確 実 な 消 毒 を 行 う 。 消 毒 工 程 中 は 稼 動 部 分 （ ロ ー ラ ー ２ ３ や 洗 滌 ブ ラ シ ２
１ ） は 基 本 的 に 作 動 さ せ な い が 、 こ れ を 作 動 さ せ る こ と で ロ ー ラ ー ２ ３ や 洗 滌 ブ ラ シ ２ １
に 僅 か に 付 着 し て い る 気 泡 を 除 去 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
一 定 時 間 、 消 毒 液 の 浸 漬 が 行 わ れ た 後 、 切 換 え 弁 ３ ３ の 作 動 に よ り 洗 滌 槽 １ １ に 満 た さ れ
た 消 毒 液 が 消 毒 液 タ ン ク ３ ４ に 回 収 さ れ る と 、 消 毒 液 ポ ン プ ３ ５ を 作 動 さ せ 、 装 置 内 管 路
１ ４ 、 ブ ラ シ 収 納 管 路 １ ５ 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ 等 の 消 毒 液 が 除 水 さ れ 内 視 鏡 管 路 ３ １ を
介 し て 洗 滌 槽 １ １ に 戻 さ れ る の で 、 こ の 分 も 消 毒 液 タ ン ク ３ ４ に 回 収 さ れ る 。 そ の 後 、 す
す ぎ が 何 回 か 行 わ れ 、 最 後 に 再 度 除 水 を 行 い 、 装 置 に よ る 内 視 鏡 １ ０ の 洗 滌 消 毒 が 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ５ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 洗 滌 ブ ラ シ の 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ａ 部 を 拡 大 し た 断
面 図 で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 の よ う に 、 挿 入 部 １ ９ が ワ イ ヤ ー 等 の 金 属 製 で あ る 場 合 は 、
磁 気 セ ン サ ー ２ ８ が 誤 検 知 す る 可 能 性 も あ る た め 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） の よ う に 、 洗 滌 ブ ラ
シ ２ １ の 合 成 樹 脂 材 料 か ら な る パ イ プ ３ ７ ａ を 連 結 し て 挿 入 部 ３ ７ と し 、 パ イ プ ３ ７ ａ 間
に 磁 石 ３ ８ を 組 み 込 む 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ６ は 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 洗 滌 ブ ラ シ の 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ｂ 部 を 拡 大 し た 断
面 図 で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 の よ う に 、 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ は 洗 滌 液 や 消 毒 液 と 接 触 す る こ と
に な る 。 こ の た め 、 耐 薬 性 の 観 点 か ら 磁 石 ３ ８ を 合 成 樹 脂 材 料 か ら な る 挿 入 部 ３ ７ の 内 部
に 設 け る か 、 合 成 樹 脂 被 膜 に よ っ て 磁 石 ３ ８ を 覆 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ７ は 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の 気 泡 を 除 去 す る 手 段 と し て 次 の よ う
に 構 成 し て も よ い 。 す な わ ち 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の ケ ー シ ン グ ２ ２ の 上 方 に 洗 滌 ブ ラ シ
出 口 開 口 部 ３ ９ ａ 、 下 方 に 洗 滌 ブ ラ シ 入 口 開 口 部 ３ ９ ｂ を 設 け る 。 洗 滌 ブ ラ シ 出 口 開 口 部
３ ９ ａ の 近 辺 は 開 口 部 を 中 心 と し て テ ー パ ー 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 実 施 形 態 の よ う に 洗 滌 ブ ラ シ 入 口 開 口 部 ３ ９ ｂ か ら ポ ン プ １ ３ の 作 動 に よ り 洗 滌 槽 １ １
か ら の 洗 滌 液 ま た は 消 毒 液 が ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ に 注 入 さ れ て き た 場 合 、 最 初 は ロ ー ラ ー
収 納 部 １ ７ 内 に は 洗 滌 液 ま た は 消 毒 液 と 気 泡 が 混 在 し た 状 態 で あ る が 、 気 泡 は 上 方 に 集 ま
っ て い く 。 上 方 に 集 ま っ た 気 泡 は 、 テ ー パ ー 形 状 の 中 心 で あ る ブ ラ シ 出 口 開 口 部 ３ ９ ａ か
ら 内 視 鏡 管 路 ３ １ を 介 し て 洗 滌 槽 １ １ に 抜 か れ る 。 こ れ に よ り 洗 滌 及 び 消 毒 工 程 中 に ロ ー
ラ ー 収 納 部 １ ７ の 気 泡 を 除 去 す る こ と が で き る の で 、 ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ の 確 実 な 洗 滌 ／
消 毒 が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 気 泡 除 去 の た め に ロ ー ラ ー 収 納 部 １ ７ に 別 の 開 口 部 を 設 け る こ と も な
く 、 ブ ラ シ 出 口 開 口 部 ３ ９ ａ と 気 泡 除 去 開 口 部 と を 共 有 化 で き る の で 、 第 １ の 実 施 形 態 の
よ う に 連 通 管 路 ２ ５ 及 び 開 閉 弁 ２ ６ を 設 置 す る こ と も な く 、 工 程 中 に 開 閉 弁 ２ ６ の 開 閉 を
行 う よ う な 制 御 も 必 要 な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
前 記 各 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 付 記 １ ） 所 定 の 長 さ の 管 路 を 有 す る 内 視 鏡 を 収 容 し て 洗 滌 で き る 洗 滌 槽 と 、 前 記 洗 滌 槽
に 収 容 さ れ た 前 記 内 視 鏡 が 有 す る 管 路 と を 接 続 す る 接 続 管 と 、 前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗
滌 槽 内 に 配 置 さ れ た 前 記 内 視 鏡 の 前 記 管 路 内 に 洗 滌 液 を 供 給 す る 洗 滌 液 供 給 源 と 、 前 記 接
続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 挿 通 さ れ て 前 記 管 路 の 内 面 の 汚 れ を 除 去
す る 長 尺 の 挿 入 部 を 有 す る 洗 滌 ブ ラ シ と 、 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 を 送 り 出 す こ と で 、 前
記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 管 路 に 前 記 接 続 管 を 介 し て 前 記 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 通 さ せ る 送 り 出
し 手 段 と 、 前 記 接 続 管 に 接 続 さ れ た 前 記 管 路 の 長 さ を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 が 入 力 さ れ
る 識 別 情 報 入 力 手 段 と 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 送
り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と で 、 こ の 送 り 出 し 手 段 に よ る 前 記 管 路 内 へ の 前 記 洗 滌 ブ
ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 滌
装 置 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 付 記 ２ ） 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 に 入 力 さ れ た 識 別 情 報 と 、 さ ら に 前 記
送 り 出 し 手 段 に よ っ て 送 り 出 し た 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 送 り 出 し 量 を 検 知 す る 検 知 手
段 の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ に
記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 付 記 ３ ） 前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 は そ の 長 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 設 け ら れ た 複 数 の 磁 気
発 生 部 を 有 す る と 共 に 、 前 記 検 知 手 段 は 前 記 接 続 管 路 に 設 け ら れ た 磁 気 検 知 手 段 を 有 し 、
前 記 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 の 前 記 接 続 管 へ の 挿 入 動 作 に 応 じ て 、 前 記 磁 気 発 生 手 段 は 前 記 洗
滌 ブ ラ シ の 挿 入 部 に 設 け ら れ た 前 記 磁 気 発 生 部 が 前 記 接 続 管 を 通 過 す る 毎 に 前 記 磁 気 発 生
部 か ら の 磁 気 を 順 次 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 付 記 ４ ） 前 記 内 視 鏡 は 、 前 記 内 視 鏡 が 有 す る 管 路 に そ れ ぞ れ 固 有 に 設 定 さ れ た 識 別 情 報
が 記 憶 さ れ た 記 憶 手 段 を 有 し 、 前 記 識 別 情 報 入 力 手 段 は 、 前 記 洗 滌 槽 に 収 容 さ れ た 前 記 内
視 鏡 の 記 憶 手 段 か ら 識 別 情 報 が 入 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視
鏡 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 付 記 ５ ） 前 記 送 り 出 し 手 段 は 、 洗 滌 ブ ラ シ を 内 視 鏡 管 路 へ の 挿 入 ／ 抜 去 を 行 う 一 対 の ロ
ー ラ ー が 収 納 さ れ た ロ ー ラ ー 収 納 部 の 天 井 面 に 洗 滌 ブ ラ シ の 出 入 口 以 外 に 少 な く と も １ つ
の 開 口 部 を 設 け 、 こ の 開 口 部 を 中 心 と し て 天 井 面 を テ ー パ 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
付 記 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 付 記 ６ ） 前 記 開 口 部 は 内 視 鏡 洗 滌 消 毒 装 置 の 洗 滌 槽 に 連 通 す る 連 通 管 路 と 連 通 し て お り
、 そ の 連 通 管 路 の 途 中 に は 開 閉 弁 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ５ 記 載 の 内 視 鏡
洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 付 記 ７ ） 前 記 ロ ー ラ ー 収 納 部 は 、 洗 滌 ブ ラ シ の 入 口 を ロ ー ラ ー 収 納 部 の 下 方 に 出 口 を 上
方 に 設 置 し 、 出 口 は テ ー パ 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 ６ 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 付 記 ８ ） 長 尺 の 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ 内 視 鏡 管 路 を 洗 滌 す る ブ ラ シ
部 と か ら な り 、 前 記 挿 入 部 に は 長 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を 存 し て 磁 石 が 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 滌 ブ ラ シ 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 付 記 ９ ） 前 記 挿 入 部 は 、 所 定 の 長 さ の 合 成 樹 脂 パ イ プ と 、 こ れ ら 合 成 樹 脂 パ イ プ の 間 に
磁 石 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ８ 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌 ブ ラ シ 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 付 記 １ ０ ） 前 記 挿 入 部 は 、 長 尺 の 合 成 樹 脂 パ イ プ か ら な り 、 こ の 合 成 樹 脂 パ イ プ の 長 軸
方 向 に 所 定 間 隔 を 存 し て 磁 石 が 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ８ 記 載 の 内 視 鏡 洗 滌
ブ ラ シ 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の
要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 前 記 実 施 形 態 に 開 示 さ
れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施 形
態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実 施 形
態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 洗 滌 ブ ラ シ の 挿 入 ／ 抜 去 す る 長 さ を 内 視 鏡 管 路
の 長 さ に よ っ て 制 御 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 の 機 種 に よ っ て 内 視 鏡 管 路 の 長 さ が 異 な っ て
も 、 洗 滌 ブ ラ シ に よ っ て 全 長 に 亘 っ て 確 実 に 洗 滌 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 内 視 鏡 洗 滌 装 置 の 概 略 的 構 成 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 洗 滌 ブ ラ シ の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の ロ ー ラ ー 収 納 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 横 断 平 面 図 、 （ ｂ ） は 縦 断 側 面 図
。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の 磁 気 セ ン サ ー 収 納 部 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 洗 滌 ブ ラ シ の 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ａ 部
を 拡 大 し た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 洗 滌 ブ ラ シ の 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ｂ 部
を 拡 大 し た 断 面 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の ロ ー ラ ー 収 納 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 横 断 平 面 図 、 （ ｂ
） は 縦 断 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … 内 視 鏡 、 １ １ … 洗 滌 槽 、 １ ３ … ポ ン プ （ 洗 滌 液 供 給 源 ） 、 １ ５ … ブ ラ シ 収 納 管 路 、
１ ６ … ロ ー ラ ー 収 納 部 、 １ ８ … 磁 気 セ ン サ 収 納 部 、 １ ９ … 挿 入 部 、 １ ９ ａ … 磁 石 （ 磁 気 発
生 部 ） 、 ２ ０ … ブ ラ シ 部 、 ２ １ … 洗 滌 ブ ラ シ 、 ２ ３ … ロ ー ラ ー （ 送 り 出 し 手 段 ） 、 ２ ８ …
磁 気 セ ン サ （ 磁 気 検 出 手 段 ） 、 ３ ０ … 接 続 管 、 ３ １ … 内 視 鏡 管 路 、 ３ ７ … 制 御 部
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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